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　様々に工夫し運営していただいていますが、３年間の取組で見

えてきた課題もあります。多くの成果とともに改善点も模索して

いきたいと考えています。

○学校の要望と地域の協力をつなぎ、それらをうまくマッチング

させることが難しい、ボランティアの人材がなかなか見つからな

いという課題が見られます。

○学校側とコーディネーター、ボランティアとの連絡調整が充分

とはいえません。打ち合わせの時間確保にも苦労しています。

○コーディネーターやボランティアのスキルアップのための体系

的な研修機会が少なく、その研修プログラムの開発が求められて

います。

○人材、活動場所、費用の確保などの面で、持続可能な組織形態

にまだなっていません。地域間、学校間、校内でも温度差があ

り、地域に開かれた学校、地域との連携推進の度合いにも差があ

ります。

以下のような成果がありました。

＜コーディネーター、学校、市町村教委へのアンケートより＞

＜市町村教育委員会へのアンケートより＞
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「子どもたちの学力や規範意識、コミュ

ニケーション能力の向上について」効果

は得られたか？
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「教員が授業や生徒指導などにより力を

注ぐことについて」効果は得られたか？
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●学校の施設設備を地域に開放するだけでなく、

学校運営・教育活動を開かれたものにする考え方

が浸透してきています。教育活動をより充実させ

るには地域の協力が不可欠です。

●学校が地域に望むことを明確にし、共通理解を

図り、その上で地域との緊密な連携を進めましょ

う。

●地域には様々な知識・技能をもった方々がおら

れます。地域の人材は学校教育を進める上で、重

要な資源です。

●子どもたちに様々な体験を積ませることは大き

な教育効果を生みます。体験活動を充実させるた

めにも、地域の方々との協働を図りましょう。

●本事業は、文部科学省の委託事業としてスター

トしましたが、本来は地域独自の事業として多様

な取組を展開していってほしいと思っています。

●地域ごとの課題解決のために組み直されたと

き、はじめて本来の地域主導の事業になります。

学校や地域のニーズを的確に受けとめてほしいと

思います。

●多くのボランティアの方々が学校に集う現状

は、この事業の確かな成果です。

●この仕組みを、多くのつながりを生む基盤と考

え、さらに新たな取組につなげていただきたい。

そのためにも行政の力を活かした広報・周知活動

が大切になってきます。

●この仕組みを機能させるには、学校関係者も地

域の方々もそれぞれ研修の機会が必要です。

●各市町村教育委員会においては関係者が集い学

ぶ機会を継続的に設け、県教育委員会は情報提供

や研修プログラムの開発、ネットワークづくりへ

の支援をつづけていくべきであると考えます。

●地域の活性化につながるような、それぞれの地

域にふさわしい組織・体制の構築が必要です。

●市町村におきましても、事業継続のために運営

資金を確保し、予算措置をお願いします。地域住

民の熱い思いを受けとめていただきたいと思って

います。

●地域の協力を得るには、教職員が胸襟を開いて

深く交流し、積極的に情報発信する姿勢が大切で

す。

●学校が困っていることを地域の方々に知ってい

ただくことも大切な情報発信です。情報の共有が

連携の第一歩です。教職員が努力奮闘する姿を

知っていただくことも必要ではないでしょうか。

●生活科、総合的な学習の時間等を活用し、職場

体験活動をはじめ、子どもたちにはより豊かな体

験活動を積んでほしいと願っています。

●地域の協力を得て、積極的に校外での体験活動

を展開してほしいと思います。

●社会の変化にともなって、学校に対する要望が

多様化し、家庭や社会で担うべき仕事が学校にま

かされ教職員がますます忙しくなっています。

●地域の学校は「わたしたちの学校」という認識

をもって、みんなで学校を助けにいきましょう。

●今までの知識や経験、学んでこられたことを社

会に還元する機会ととらえ、その機会を積極的に

活かしていただきたいと思います。

●子どもたちへの支援を通じたつながりが、地域

の活性化の原動力となるものと期待しています。

● PTA やご近所の方々をはじめ、地域の「お父

さんたち」にももっと協力していただきたいと思

います。

●連携が新しい連携を生み、温かいまちづくりに

つながります。地域全体を巻き込んで活動の幅を

広げていっていただきたいと思います。

●子どもは地域の宝です。少子化の時代には、ま

すます大切に感じられます。

●地域ぐるみで子どもたちをはぐくむ活動に協力

し、少しずつでも力を出し合っていただきたいと

考えています。


